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 山行日 ９月２９（木）天気：曇り       参加者 ４名        記：SF 

 

コース：愛鷹山登山口駐車場８：４０→富士見峠→９：３０ 

富士見台１１：２８→越前岳１２：５→高場所分岐１３：１５→ 

呼子岳１３：３５→割石峠１３：５５→前岳.位牌岳分岐１５：３０→ 

愛鷹山登山口駐車場１６：０５ 

 

愛鷹山登山口駐車場までの道は、林道舗装で整備されている、途中一部狭い場所があるの

で通過に注意する、駐車場はかなり広く、駐車スペースは、十数台くらいあり、簡易トイ

レも設置されていた、駐車場からすぐの場所に神社がありそこが富士見峠への登山口です

最初は人口林の中を、以前に来た時より荒れているが、整備はされている、途中より自然

林になる、約５０分位で愛鷹山山荘に、ここも使用されていないので、荒れ気味です、こ

こから約１０分位で富士見峠に、ここから黒岳と越前岳の分岐、今回は黒岳へは行かずに

越前岳へ向かう、このコースは沢ぎみのコースとなるが、長年の風雨でコースが荒れてい

る為に随所にトラバースルートになっている、とちゅうの展望場所より鋸岳が見える場所

があり、すこし雲がかかっているがギザギザの様子を見ることが出来た、富士見台に到着

するが、周りの木が邪魔で富士山は見えない、越前岳には数組の登山者が昼食をとってい

た、私たち以外は十里木よりの登山者であった、ここで昼食タイムを取った、天候は曇り

で晴れ間の間に富士山山頂がすこし見えるが、それ以上は見えなかった、ここから呼子岳

へ向かう、このコースは尾根ですが、一部荒れた急な下る個所もある、高場所分岐を通過

し少し下るが、呼子岳への最後の個所は急な登りとなる、呼子岳の先に通行禁止のルート

があった、すこし興味がある、ここから割石峠へは急な下りで一部梯子の設置場所もあり

そこを過ぎると割石峠へ、ここから、現在は通行禁止の蓬莱山経由の鋸岳へ、今回は大沢

の岩がある急な下りとなる、沢の関係状風雨でコースの一部が崩壊ぎみで、ルートを考え

ながら約４０分位沢の中を下る、その後沢のコースが沢の両側になるが、沢を渡る場所に

ついて、ケルンが設置されている場所を、見つけながら進む、途中に大杉があり、裾野市

環境協会の標識があるが、樹齢等の情報は乗っていない、ここまでくると登山道も平坦で

歩きやすくなる、その後前岳、位牌岳登山口分岐に到着、ここからは以前きた時は平坦な

林道でしたが、今回は道が一部流され、又途中は崩落により、トラバースルートに変更さ

れていた、最後に川の渡渉がありそこからは、林道となり、朝の神社に到着し、駐車場で

荷物の整理中に雨が降り出した、一日中曇りで歩きやすい日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 倒木の下を通過手前のループが切れると 

 倒れる 

愛鷹山コース地図 この先の神社より 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このコースは登山者が少ない岩に苔が 

付いている 

                      滑りやす場所を通過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士見峠 今回は黒岳には行かない    このコースはすり鉢状のコースで 

                    荒れているので、トラバースルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たの登山者がいたので撮ってもらった     近くに小さな石仏？が 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これから向かうコース標識 

 

 

                        急な岩場を下る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小石が混ざる滑りやす下り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このコースは一般登山道ですが       高場所分岐 富士宮方面への抜け道 

岩場もある 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 呼子岳の先に廃道が気になるルート 

 

呼子岳 セルフタイマーで記念撮影   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

割石峠へ               両サイド笹薮木の根が邪魔している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急な場所に橋が設置下の部分が         梯子に乗るまでが大変 

浮いている 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これが割石峠の由来           正面奥より降りてきた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沢状のコース何処が登山道かは不明        途中古い標識が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

途中から沢の両岸を次の場所を見つけながら 

下る 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沢を渡り岸のコースへ         石の段差が大きい 

 

 

大杉(かなりの大きさ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

崩落個所をトラバース 

  

  最後の渡渉場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


